
・標高700mﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ群落ﾌﾟﾛｯﾄ（ﾌﾟﾛｯﾄの植生）

に
設
立
さ
れ
た

「
屋
久
島
レ
ク

リ
エ
ー

シ

ョ
ン
の
森
保
護
管
理

協
議
会

」
の
規
則

、
規
定
に
つ

い

て

の

事

務

局

か

ら

の

説

明

と

、
平
成
一
八
年
度
事
業
経
過

報
告
及
び
収
支
決
算

、
決
算
監

査
に
つ
い
て
の
報
告

、
平
成
一

九
年
度
事
業
計
画

（
案

）
及
び

収
支
予
算

（
案

）
、
会
費
改
正

（
案

）
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た

。
現
在

、
屋
久
島
自

然

休

養

林

（
ヤ

ク

ス

ギ

ラ

ン

ド

、
白
谷
雲
水
峡

）
は

、
年
間

約
二
〇
万
人
程
度
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す

。
今
後
も
安
全

対
策

、
施
設
整
備
の
充
実
に
努

め
利
用
者
が

、
魅
力
あ
る
自
然

休
養
林
を
安
心
し
て
探
索
で
き

る
よ
う
保
護
管
理

、
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

①高木層（優占種：ｲｽﾉｷ）は、４本のｲｽﾉｷとｲﾇｶﾞｼを中心に,ｱｶ
ﾒｶﾞｼﾜ､ｸﾛﾊﾞｲほか２種が高木層を形成している。樹高はﾔｸﾀﾈｺﾞ
ﾖｳが26mであるが、他の高木層が8～14mであり、ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの
樹高が1本だけ突出している。高木層の被植率は50%とやや密
である。

②亜高木層（優占種：ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ）は、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅなど
が亜高木層を形成していてｻｸﾗﾂﾂｼﾞが最も多い。植被率は40%
である。

③低木層（優占種：ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ）は、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが最も多いが、
その他、ﾋｻｶｷ、ｲﾇｶﾞｼ、ｻｶｷ低木層を形成している。植被率は
20%とﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ群落プロット中最も少ない。
④草本層（優占種：ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ）は、主な出現種は、木本がﾔﾏﾓ
ﾓ、ｻｻﾞﾝｶなどで、草本がﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞ、ｶﾅﾜﾗﾋﾞ、ｼｼﾗﾝなどであ
る。草本層の植被率は20%とﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ群落ﾌﾟﾛｯﾄ中最も多い。

森
林
保
護
員
に
よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施

屋
久
島
森
林
管
理
署

（
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

）

で
は

、
本
年
度
も
森
林
保
護
員

（
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー

ト
ス
タ

ッ

フ

）
に
よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル

を
実
施
し
て
い
ま
す

。

パ
ト
ロ
ー

ル
は
特
に
利
用
者

が
集
中
す
る
土
・
日
・
祝
日
や

夏
休
み
期
間
な
ど
の
多
客
期
を

中

心

に

行

う

こ

と

と

し

て

お

り

、
登
山
道
周
辺
等
森
林
に
お

け
る
植
生
荒
廃
の
状
況
把
握
や

植
物
の
盗
採
・
盗
掘

、
樹
木
損

傷
等
の
防
止

、
登
山
マ
ナ
ー

向

上
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い

屋久杉自然館の視察

ま
す

。

登
山
者
の
皆
さ
ん
方
の
ご
理

解

・

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。 屋久島の植物

軌
道
の
実
車
と
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド
・
間
伐
事
業
地
等
を
訪
れ

、

森
林
の
保
護
・
保
全
と
活
用
の

現
場
視
察
を
予
定
通
り
に
行

っ

た

。最
終
日
は

、
屋
久

、
上
屋
久

両
町
長
に
面
会

、
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に

、
西
部
林
道
や

自
然
館

、
文
化
村
セ
ン
タ
ー

等

の
関
係
施
設
を
視
察
し
た

。
特

に
屋
久
島
の
森
林
・
林
業
の
生

い
立
ち
や
人
々
と
の
関
わ
り
に

関
心
が
高
い
様
子
で
あ

っ
た

。

今
回

、
天
候
は
思
わ
し
く
な

か

っ
た
も

の
の

、
悠

久
の
森

、

屋
久
島
の

大
自
然
を

人
々
の
営

み
等
に
つ

い
て
予
定

通
り
視
察

を
終
え
る

こ
と
が
で

き
た

。

パ
ト
ロ
ー

ル
の
様
子

保

護

管

理

協

議

会

総

会

が

開

催

さ

れ

る

。総会の模様

六
月
二
七
日

、
屋
久
町
総
合

セ
ン
タ
ー

会
議
室
に
お
い
て

、

屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
の

森
保
護
管
理
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ

、
屋
久
島
森
林
管
理
署

か

ら

、
署

長

、
セ

ン

タ
ー

所

長

、
専
門
官

（
普
及
教
育
及
び

森
林
空
間
利
用
担
当

）
が
出
席

し
ま
し
た

。
総
会
で
は
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
を
美
し
く
す
る
会

、

大
自
然
緑
の
会
を
解
散
し
新
た

本
州
以
南
の
海
岸
の
砂
浜
に

生
え
る
落
葉
低
木
で
高
さ
は
一

ｍ
な
い

。
茎
は
長
く
砂
の
上
を

は
い
群
落
を
作
る

。
葉
は
ま
る

く
て
対
生

、
毛
が
密
生
し
て
い

て
白
い

。
枝
先
に
円
錐
花
序
を

出
し

、
青
紫
色
の
美
し
く
て
香

り
の
よ
い
花
を
つ
け
る

。

花
期
は
六
～

八
月

くまつづら科
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九

州

森

林

管

理

局

長

が

屋

久

島

を

視

察

六
月
十
二
日
～

十
四
日
の
三

日
間

、
津
元
局
長
が
屋
久
島
に

来
島

、
署
管
内
の
現
況
の
視
察

等
を
行

っ
た

。

初
日
は

、
午
後

、
航
路
か
ら

入
島
し

、
一
路
高
塚
管
理
棟
を

目
指
し
た

。
初
め
て
の
屋
久
島

と
い
う
こ
と
で
道
中

、
屋
久
島

の
森
林
に
つ
い
て

、
屋
久
島
森

林
管
理
署
長
等
の
説
明
を
熱
心

に

受

け

、
日

没

前

の

到

着

と

な

っ
た

。

二
日
目
は

、
縄
文
杉
樹
勢
回

復
措
置
や
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
設
置

等
各
種
事
業
の
進
捗
状
況
を
視

察
し
た

。
あ
い
に
く
の
雨
脚
の

強
い
天
候
で
あ

っ
た
が

、
森
林

屋

久

島

の

森

林

・

林

業

の

生

い

立

ち

や

人

々

と

の

関

わ

り

に

つ

い

て

視

察

屋久島生態系モニタリング

縄文杉と対面

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分布調査
（平成１６年度調査）

このﾌﾟﾛｯﾄ内及び周辺では、ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの稚樹を1本もみつけら
れなかった。

このﾌﾟﾛｯﾄは周辺を含め、ｲｽﾉｷーｻｸﾗﾂﾂｼﾞ群集で、特徴的な
樹種は低木のｵｵﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞがあげられる。ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ１の巨木
には、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ、ｻｸﾗﾗﾝなどが着生しており、この西部地域は
比較的高標高な場所でも温暖な気候であることが伺える。



１．荒川地区（ヤクスギランド）

16年度 17年度 18年度

４月 15,366 9,471 13,844

５月 12,501 10,605 11,318

６月 6,223 5,712 7,042

７月 10,608 8,900 8,119

８月 8,588 9,079 9,560

９月 8,218 7,469 7,400

10月 8,201 10,624 10,939

11月 11,859 13,447 10,817

12月 4,930 3,008 4,572

１月 2,904 3,132 3,681

２月 5,653 5,846 6,093

３月 8,694 7,103 6,801

合計 103,745 94,396 100,186

２．白谷地区（白谷雲水峡）

16年度 17年度 18年度

４月 9,681 7,256 10,759

５月 10,176 10,791 12,616

６月 1,760 5,491 5,441

７月 6,056 9,629 10,723

８月 11,057 12,798 14,610

９月 9,111 8,188 9,836

10月 6,891 7,600 9,596

11月 6,914 7,278 8,534

12月 3,202 3,593 4,342

１月 1,868 1,770 2,868

２月 2,989 3,093 4,209

３月 8,195 5,258 5,513

合計 77,900 82,745 99,047

３．年度別入場者数（累計入場者数）

5年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

51,891 71,518 68,107 85,468 72,920 77,378 91,326 104,524 116,020 103,745 94,396 100,186

0 11,740 11,734 4,605 32,174 40,893 56,318 64,183 75,124 77,900 82,745 99,047

5年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

51,891 252,108 320,215 405,683 478,603 555,981 647,307 751,831 867,851 971,596 1,065,992 1,166,178

0 11,740 23,474 28,079 60,253 101,146 157,464 221,647 296,771 374,671 457,416 556,463

※１ 白谷雲水峡については、平成８年１０月～９年３月の間閑散期のため委託せず、調査なし。
また、平成９年１０月～１０年１２月の間県道通行止めのため調査できず。

『洋上アルプス№１48号裏面』屋久島森林環境保全センター

屋久島自然休養林の入場者数の推移

年度別入場者数

ヤクスギランド

白谷雲水峡

累計入場者数
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